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論文内容の要旨
この論文は強化プラスチックの切削とプラスチックの研削に関する研究をまとめたもので， 2 編か
らなっている。
第 1 編は強化プラスチックの切削における工具摩耗について述べたもので， 5 章からなっている。
第 1 章は緒論で，第 1 編における研究の意義と目的を明らかにしている。すなわち強化プラスチック
は種々の機械部品に使われているが，非常に切削しにくく，何らかの対策が望まれている。しかしな
がらこの方面の研究は非常に少いのが現状である。そこで著者は，強化プラスチックの切削において
最も大きな問題と考えられる工具摩耗の実態を明らかにする目的でこの研究を行なった。
第 2 ， 3 ， 4 章では断続切削を対象としている。
第 2 章では乾式切削における摩耗特性をしらべ，工具摩耗の切削条件に対する依存性が非常に大き
いことを示している。第 3 章では切削条件に対する依存性を理論的に考察している。第 4 主主では湿式
切削における工具摩耗が，被削材中のガラス繊維の状態と切削剤の粘度に依存していることを明らか
にしている。
第 5 章では旋削の場合を扱い，工具材質と切削条件とによって種々の摩耗形態を示す乙とを明らか
にしている。
第 2 編はプラスチックの研削加工について述べたもので， 6 章からなっている。第 1 章は緒論で，
第 2 編における研究の意義と目的を明らかにしている。すなわちプラスチックが機械部品として使用
されるようになるにつれ，切削加工とともに研削加工も施されるようになってきたが，この方面の研
究はほとんどない。そ乙で著者はプラスチックの研削加工に関する基礎的な資料をうる目的でこの研
究を行なった。
第 2 ， 3 章では研削砥石による研削を対象にしている。
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第 2 章では乾式研削における研削砥右の日づまりの実態を明らかにしている。第 3 章では目づまり
防止対策として液通研削を行ない，その効果を明らかにしている。
第 4 章では研摩ベソレトによる研削を取扱い，一般的な研削特性を明らかにし，研磨ベノレトがプラス
チックの研削に適することを示している。
第 5 ， 6 章は研摩ベソレトによるプラスチックの切断に関する研究である。第 5 章では試作した切断
機の性能試験を行ない，研摩ベノレトによるプラスチックの切断加工が可能であることを示している。
第 6 章ではアクリノレ樹脂の厚板切断を取扱い， 研摩ベノレトの目づまり発生境界を示す理論式を導い
て，実験結果と合致する乙とを示すとともに，日づまりの防止対策をも示している。
最後は本論文の総括である。
論文の審査結果の要旨
強化プラスチックの切削に際して問題となる工具摩耗に関しては，従来単に断片的な研究が行なわ
れているにすぎない口またプラスチックの研削に関する研究は研削切断を除いてはほとんど行なわれ
ていない現状である口
本論文は以上の点に着眼し，まず強化プラスチックの切削における工具摩耗の実態を明らかにし，
摩耗を軽減させるためには，工具材質，切削条件をどのように選べばよいかを詳細に論じている。つ
いでプラスチックの研削に関して広範囲にわたって研究し，基礎的な資料を提供している。すなわち
研削砥石の目づまりの実態を明らかにし，その対策として液通研削が効果のあることを述べ，さらに
研摩ベノレトがプラスチックの研削に適している乙とを示し，その優秀な性能を生かして，研摩ベノレト
によるプラスチックの切断機を開発している。
以上の諸点からみて，この研究は近時ますます用途が広まりつつあるプラスチックの加工に新しい
知見を加えたもので，学術上および工業上貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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